
既
刊
２
１
４
号
で
銀
行
預
金

の
危
う
さ
を
指
摘
し
ま
し
た
が
、

真
剣
に
危
機
意
識
を
感
じ
た
方

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
長
年
の
ぬ
る
ま
湯
で
「
茹

で
カ
エ
ル
」
が
目
前
で
す
。

原
発
で
視
て
き
た
安
全
神
話
は
、

何
処
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

米
追
随
の
旧
無
策
政
権
か
ら
、

欧
米
金
融
資
本
に
巧
妙
に
罠
が

仕
組
ま
れ
ま
し
た
。

財
務
省
発
表
は
現
代
の
大
本

営
で
す
。
国
内
向
け
に
発
表
す

る
収
支
Ｐ
／
Ｌ
と
国
外
向

け
の
資
産
負
債
の
Ｂ
／
Ｓ

で
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

財
務
省
発
表
の
物
差
し

は
国
民
を
洗
脳
、
東
電
の

安
全
神
話
と
同
質
で
す
。

結
局
は
為
替
で
、
外
貨

準
備
金
（
米
国
債
）
の
棒

引
き
、
米
に
日
本
の
国
富

が
移
転
す
る
だ
け
で
す
。

検
証
す
る
術
は
情
報
を
隠

蔽
操
作
さ
れ
一
般
国
民
は

殆
ど
不
可
能
。

こ
の
国
は
、
信
じ
る
人

が
救
わ
れ
な
い
の
で
す
。

実
際
、
日
本
は
戦
後

の
今
で
も
、
歴
代
政
権

の
政
策
は
戦
勝
国
の
戦

利
品
政
策
で
す
。

戦
勝
国
は
歴
然
で
米
国
、

中
国
、
ロ
シ
ア
・
・
等
連
合
国
、

全
て
の
核
保
有
国
で
あ
る
。

日
本
は
国
家
独
立
の
た
め
核

と
原
潜
の
保
持
が
必
要
？
。
あ

る
意
味
、
必
要
悪
で
あ
る
。

武
士
は
己
を
知
る
者

の
た
め
に
死
す
と
「
葉

隠
」
に
あ
る
。

会
社
は
個
人
を
大
切
に

す
る
こ
と
だ
。

「
利
益
を
上
げ
税
を
納

め
る
の
が
国
家
へ
の
貢

献
」
と
松
下
語
録
に
あ

り
、
生
産
性
を
上
げ
高

収
益
に
し
、
税
を
納
め

る
の
が
誇
り
と
す
る
気

風
。

リ
ク
ル
ー
ト
の
旧
・

社
訓
は
「
自
ら
機
会

を
創
り
出
し
、
機
会

に
よ
っ
て
自
ら
を
変

え
よ
」
は
、
創
業
か

ら
8
年
目
に
当
た
る1

9
6
8

年
に
、
創
業
者
で
あ
る
江
副

浩
正
氏
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。1

9
8
9

年
に
公
式
な
社
訓
と
し
て
は

姿
を
消
し
た
が
、
現
在
も
、
こ

の
社
訓
が
入
っ
た
プ
レ
ー
ト
を

机
に
飾
る
ベ
テ
ラ
ン
社
員
が
い

る
と
い
う
、
同
社
の
中
に
い
ま

も
強
く
根
付
い
て
い
る
。
「
ま

ず
は
自
分
の
成
功
の
た
め
に
考

え
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
結
局
は

会
社
の
た
め
に
な
る
」
と
い
う

発
想
は
、
い
ま
で
も
斬
新
だ
。

個
人
と
会
社
の
距
離
感
が
極
め

て
（
44
年
前
に
作
ら
れ
た
と
し

て
も
）
現
代
的
だ
。
「
自
ら
機

会
を
作
り
出
し
」
の
裏
側
に
あ

る
の
は
、
「
待
っ
て
い
て
も
会

社
は
機
会
を
与
え
な
い
」
と
い

う
突
き
放
し
の
精
神
。
「
会
社

は
自
由
を
与
え
は
す
る
が
、
あ

く
ま
で
も
責
任
は
個
人
が
と
る
」

「
会
社
と
個
人
はW

i
n
-
W
i
n

の
関

係
を
目
指
す
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
」
「
結
果
を
出
せ
る
人
間

は
、
自
ず
と
高
い
雇
用
さ
れ
る

だ
け
の
能
力
を
獲
得
し
、
高
い

市
場
価
値
が
つ
く
」
と
い
う
発

想
は
、
あ
る
意
味
で
ド
ラ
イ
と

も
い
え
、
当
時
と
し
て
非
常
に

斬
新
な
も
の
で
す
。

詳
細
は
江
副
氏
の

「
リ
ク
ル
ー
ト
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
」
角
川
新
書
を

参
照
さ
れ
た
い
。
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有
機
野
菜
は
身
体
に
良
い
と
思
い

ま
す
か
。

虫
食
い
の
な
い
有
機
野
菜
は
危
険
で

す
。
虫
も
付
か
な

い
ほ
ど
野
菜
自
体

が
毒
を
合
成
し
、

こ
れ
は
毒
性
が
強
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

人
間
も
地
球
上
の
同
じ
生
物
で
す

か
ら
似
た
よ
う
な
も
の
？

輸
入
食
品
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
環

境
ホ
ル
モ
ン
を
５
千
項
目
に
分
け
国

が
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は

２
千
項
目
ぐ
ら
い
で
、
日
本
の
検
査

項
目
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。
す
な
わ

ち
有
機
野
菜
・
堆
肥
は
土
地
と
洗

剤
の
問
題
で
危
険
度
が
高
い
の
で
す
。

食
品
は
殆
ど
生
産
コ
ス
ト
の
た
め
、

業
界
や
利
権
団
体
の
都
合
を
優
先

さ
せ
、
消
費
者
の
た
め
に
動
い
て
い

な
い
。

肉
や
野
菜
、
魚
介

類
は
、
輸
入
品
よ
り
検
査
が

甘
い
の
で
す
。

国
産
だ
け
が
安
全

と
は
、
ま
さ
に
「
原

発
神
話
」で
す
。


